
半促成 イテゴの株作 り、茅仕立

岩手園試南部分場

L 特 徴と背景

イテゴの株作 り、芽仕立は直接的に花房数、花数に影響するので収量や品種に及ぼすところが

大である。花房に着生する花の数は関東地方で模式的に考えられているもの工少少い傾向が見ら

れたりtま た栽堵農家では果数が多くなると果実が小さくなるといって、着呆数を20数 個でよ

いとすな夕Jや、不良首、定植遅れなどによる生育不良、弱小株の例も多かった。これらのことか

ら株の生育状態と花房数、株の状態、芽の仕立数と収量、品質などたついて2か年に渡り試験を

行 ってきたので、その結果を参考に供 したいと               i‐
‐

2.技 術内容                      ―     ・      !

(1)過 繁茂の状態下ではイチゴ株の果実負担能力が低 く、大株作りで肢芽を多く立てると、大呆

率が下る傾向が強い。従って収量限界が低度である。

これ1/C対し過繁茂を制御し、適正な草型にした場合には大株作 り、多目の腋芽仕立でも大果率

が低下せず収量も大巾に上昇する。即ち10よ 当り収量4t以 上、大来率 60"前 後が可能で

ある。 と

注 0過 繁茂状態とは、夕」えばハウスピユール被覆も内部保温 もlrtほ同時期 1月ゃ下旬の場合、体

i眠が完全に打破されているので草再が伸び40～ 59物 にもなる。このように車姿の大き

く繁 りすぎる状態。

0過繁茂制御 した場合とは、例えばハウスピニールを12月 上、中旬被覆、内部保温を1月

10日 前後にする4～ 5月 どり、ハウスビニニルを11月 下旬被覆 (内部保温を1月下句

に行 う5月 どり等、ハウタビニールの早期被覆の方法にょるなど革高を20～ 25碗 位に

制御 した状態。)

(〕 過繁茂状態下での株作 り、芽仕立

ア 11月 末～ 12月 上句頃、クラウンの直径2.50筋 前後、定植後発生する新葉数4～ 4.5

枚、前後の株作 りとするb                t    す :  i

①

量を重視する場合 '

Ltti及て3芽仕立 て日程築 箕彙塁:ざ～45
% )

秋に腋芽を1ヨ 立てておき、春出現腋芽を1

春

碁出現の腋芽を 1ヨ立て2芽 仕立
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質を重視する場合 ″
(目標 収 量 2～ 2.5t

大呆率 50多 )
②

砕合 ■__.
秋は大 きめの主芽のみ、

(わ'十11+ⅢⅢⅢ点r■,■‐i  tl転■14■"■■イ



Ｇ

‐

過繁茂を制御した条件下の株作り芽仕方                   ,

ア 株 作り 11月 末～12月 上旬頃ヽ
1ク

ラゥンの直緩 240～ 2.70cれ位十定植後発生新葉数

- 4～ 5枚、業身長6.8～ 7.5あ前後の大株作ダとする。          |

イ 芽 仕立

春は放任

①
′   1 1 : _ ,   _ 巴_ _ 立上_ _ _ . ゴ

秋のうちにBLt芽を1～ 2ヨ 立て秋 2～ 3芽 仕立

量、質問面重視

(目標 収 量 4t以 上

大果率 58～ 60%)

質を特に重視する場合

(大主芽であれば収最 もかな り
②

竺 ∠ I 込 上二 二 _ 春 牢 放 往

秋腋芽の立つ位の大株を作 り、秋その腋芽をとり

大主芽 1芽仕立
!             !

高水準 )

(目標 収 益 3.5～ 4t

大果率 60～ 70%)

ω 抹 作り、芽仕立を可能にし、品質と収量確保のため苗の大小に対応する定穂時期は次のと考

りとする。国際とする株作り、芽仕立を可能にする範囲内でそれぞれの首を定植する。

秋に腋芽が立ってきたら質、量の目標に応じ芽仕立する。

(注 Aは 過紫茂制御を行った場合、Bは過繁茂状態の場合 )

151 目標とする苗を得るための仮植時期の苗の大きさとその後の苗の生育はムのとおりである。

(注  こ れはllH調に生育させた場合である)

苗の大 きさ、定植時期
適応性

苗の大きさ、定植時期
適応性

苗の大 きさ、定植時期
適応性

A B A B A B

大 苗 32夕  9月 10日

″ 41夕  9,20

〃 487 9.30

″ 53夕 10,10

◎

◎

◎

◎

○

◎

◎

◎

中苗 2 0夕   9月 1 0日

″ 2 7 夕    9 . 2 0

″ 3 0 ″  9 . 3 0

″ 4 0 夕  1 0 。 1 0

◎

，◎
　
◎
　
○

○

◎

◎

①

小 首 1 1 夕 , 9 月 1 0 日

″ 2 0 夕   9 . 2 0

″ 2 8 7   9 , 3 0

◎
　
◎
　
○

◎
　
◎
　
○

廊為 型 9 月 1 0 日 9 月 2 0 日 9 月 3 0 日 10デ〕10日 定植時の苗の分類

1 0 ～H ″ 苗 3 2 タ 4 1 タ 4 8 ″ 5 3 タ 大  苗

5 ～  6 テ 苗 2 0 2 7 3 3 4 0 中 苗

3～  4夕 苗 2 0 2 8 小 苗

‐ 7 ニ



& 指 導上の留意点

(1)50年 秋の気温は平年より高目であったので平年の場合、定植期を多少早める(2～ 3日位 )

121 仮植は寒命紗を用い、散水を充分行いllF調に生育させること。条件により順調に生育させ得

ないおそれのある場合は、8月 中旬より仮植を始めた方が安全であるむ

(3)定 植ほ場は堆肥等を充分舶し、地力を増進し、肥料濃度も適度とし、定植後の生育を順調に

する。

141 株作り、茅仕立後 「冬枯れ」を起 してはせっかくの株作りも意味がないのでハウスピユエル

の早期被覆による冬枯防止を行 うとよい。       、

(5)過 繁茂を制御、通正草姿を作出すると、株作り、芽仕立の効果が大きく現れるのでハウスビニ

ールの早期被覆による過素茂制御技術を組み合せるとよい。

(6)茅 数の数え方は、秋の場合外部に現れている主芽と腋芽で表現 している。表の場合も萌芽、

展葉期の主芽と主茅の外部に現れた腋芽数で表現 している。主芽の内部に穂れているものは数

えていない。

/主 芽
主芽の内部に穂れている腋芽

外辛ほに現れている腋芽

(0 舷 芽を除去する場合は摘みとれる位になったら早目に除去する。

(8),この技術内容は、品種はダナー種て、株数 8,000株 (10a当 )前後の場合とする。

4.試 験成績の概壊                 _    i

l)試 敗ギ題名                          !

ア 半 促成イテゴの芽の仕立力試験

イ 半 促成イテゴの定拒時期と主芽の素質に関する試験

ウ 半 促成イテゴの定植時期と苗の大小に関する試験

2)試 験年次および場所

昭和 50年 ～51年  岩 手園試南部分場  :         ‐

3)試 験方法

ア 半 促成イテゴの芽の仕立方試験

昭和50年 度 ①  秋 主芽 1芽 とし春 2芽 、‐3芽 、4芽、放任の4区

品種ダナー、首重 9月 20日 町
10本 重 310そ 、 ||!子 当件数 ゃ,1,10

株、外部被覆 1月 8日 、内部保温 1月 31日 、密蜂使用

② 大苗、中苗区に秋の芽、1芽、2芽放任の3区組合、春は放任

- 8 -



品種ダナー、苗重大百区 19本 重 560夕 、中百区 10本 重 250″

10ュ 当株数 8,110株、外部被複 1月 8日 、内部保温 1月 31日 、密

峰使用

昭和 51年 度  ①  秋 1芽 、2芽 、3芽 、放任の4区 、春は放往

品種ダナー、首重 10本 重310″ 、 10a当 り株数8,230株、外部

被覆 12月 20日 、内部保温 1月 10日 で過繁茂待U御下、密蜂使用

イ 半 促成イチゴの定植時期と主芽の素質に関する試験

昭和 50年 度 ①  定 植時期 9月 10日 、9月 20日 、 9月 30日 、 10月 10日 、 10

月20日 、10月 30日 とし、秋主芽 1芽仕立、大苗9月 20日 時点

で、 10本 重 500夕 使用

品種ダナー、10a当 り株数 8,110株、外部被覆 1月 8日 、内部保温

1 月3 1 日

ウ 半 促成イチゴの定植時期と苗の大小に関する試験

‐昭和51年 度 ①  苗 を大、中、小と分類、9月 10日 、9月 20日 、、9月 30日 、 10

月 10日 、それぞれ定植

品種ダナー、1 10a当 夕株数 8,230株、外部被覆 12月 10日 、内

部保温 1月 10日

4)試 験結果

ア 半 促成イチゴの芽の仕立方試験 (昭和 50年 度 )

0秋に腋芽を除去 じ主芽 1芽 とした場合、春の腋芽は3ヨ 位発生 した。収竜は3芽 仕立 (主

… 芽十腋芽?)と 4芽 仕立 (主芽十腋芽 3)が 良く、大呆率、良果率は2芽仕立 (主芽十腋

芽 1)が 優れた。

0秋の腋芽仕立

大苗で大株仕立の各区は秋の腋芽の発生も春の腋芽の発生も多く、収量が高かったが大共

率が中苗各区よりもかなり低かった。また中苗、秋 1芽区は春の服芽の発生が少 く収量が

低かったが大果率が高かった。

イ 半 促成イテゴの芽の仕立方試験 (昭和 51年 度 )

0秋 に腋芽を立てた場合、春の萌芽展業期の腋芽数は秋に出現した腋芽個数をあまり越えな

いことが認められた。

0収量は秋 8芽 区 (主芽十肢芽 2)>秋 2芽 (主芽十腋芽 1)>秋 放往区>秋 1芽 区の順で

あり、大果率、良栄率は秋 1芽区>秋 2芽 区>秋 3芽 区>秋 放任区のllHであった。
- 9 -



0前年の過紫茂状態の場合に比較 して、全区とも収畳、品質の向上が著るしく、前年試験の  ｀

ような大苗、大株作 りでの品質低下が見 られなかった。

ウ 半 促成イテゴの定植時期 と主芽の素質に関する試験 (昭和 50年 度 )

。定植時期が早いほど秋の車量が大 きくなり秋の腋芽発生が多いとこの秋の腋芽を摘みとっ

て、主芽 1芽 とした場合 も定梅時期によって主芽の能力に差ができ、遅植のイチゴの主芽

は能力が低 く碁の腋芽発生が少なかった。

0定梅時期では、大苗使用 9月 10日 穂は秋の腋芽をつみとっても大果率が低い結果を示 し

た。定梅時期は質量、両面か らみて9月 20日 、 9月 30日 2区 で良かった。         i

工 半 促成イチゴの定植時期 と曹の大小に関する試鹸 (昭和 51年 度 )

。越冬前の抹の大 きさ (ク ラウンの直後、新生業数等 )は どの区分の苗でも定植時期が遅れ

るほど小さくなる傾向を示し、どの定椎時点でも大苗>中苗>小苗の傾向を示している。

0秩発生腋芽数は9月 10日 と9月 20日 定植区は多く、9月 30日 と10月 10日 区は少

かった。また小苗区の腋芽は小さいことが観察された。

O花冴数はどの区分の苗でも9月 10日 >9月 20日 >9月 30日 >10月 11日 植の順で

あり、またどの定植時`キでも大苗>中苗>小苗の順であった。      ‐

Oiド高|よとの区も大差がなく23～ 24c品の範囲内にあった。

ojルモ量はどの定植時点でも大苗>中 苗>小苗の標であること、亡たどの区分の苗でもほほ9

月10日 >9月 20日 >9月 80日 >10月 10日 相区|の原の傾向がみられたも

0品質では大呆率、良呆率ともどの区分の苗でも9月 30日 >10月 10日 >9月 20日 >

9月 10日 植の順であった。             ‐  ‐   |  |

以上からイナゴの株作りには小苗より中古、中苗より大首が有利であり1定植時期が早いほ

ど有利であること。そしてこの傾向は収出のい向と一致していることが認められた。

さらに定植進期は大苗ほど広く、小苗ほど狭いことが認められる。

全体的に昨年度の過繁茂条件下の試験に比敦して収量、品質の上昇が著るしく前年のように

9月 10日 植大苗、大抹作りの区でも品質低下はみられなかった。

―-10‐ ―



& 主 要成果の具体的データ

ア 半 促成イチゴの芽の仕立方試験 (昭和 50年 度 )

①春の芽の仕立方(秋は主茅1芽 ) 生 育

区淋項目1乙藍

4  ″

放  任

C″

2 , 6 1

2.63

2.62

1  2.69

左 の最大葉
葉身長X業 巾

で″  C″

7。8 〉( 6.3

7.6 ×  6.4

7 . 8 ×6 F

8,l x6.6

4 月 3 日
花房数 着花

車  高 媒柄長
最大業

葉身長×葉巾 生墜 (1

2芽 仕立

3  〃

枚
4 . 6

4 . 7

4 , 7

4 . 6

ヨ

1 . 0

2 . 0

2 . 9

8 と1

C″
32.5

3 0 F

3 3 . 5

3 3ュ

C″

25。1

23.9

25.8

25.0

430

4 . 5

4 . 6

4 . 7

37.2

38.9

40。7

41.0

3 / 1 0

3/12

3/10

3/12

C材け      ご″
12.2 x 10.9

11 .4 X 10.4

12.0× 11.2

11.9× 10.8

2月26日

春の腋芽
仕 立 数

項 目

区別

販売可能果 (区 当 2.7材 )
層果

(優肇望扮

難鯨
団

販 売 百 能 果

L M ls S S A B 計

平均

果亜

大
呆
率

増
算
量

ｌｏ
資
収

良
来
率

2芽 仕立
個数

重量

ョ

９

夕

２

４

　

５

106

1,547

1 6 1

1 , 7 3 0

175

1,260

26

602

40

445

5 5 7

6 , 5 8 6

104

517

6 6 1

7 , 0 5 3

″

11.7

| %

47.4 92そ|?tl拾手
ク

3   〃
数

畳

徹

重

47=

タ
1,000

93

1,472

2 0 3

2 , 1 1 5

209

1,50?

3 2

6 9 7

33

373

617

7,159

160

750

777

7,909
11 .6 441.3 90.51 1!i;;

4   ″

御数

重量

コ

ー

タ

２

５

　

８

102

1,450

187

1,986

222

1 , 5 2 1

９

　

３

２

　

９５

58

625

649

7,107

1 6 1

7 6 0

810

7,岳67
11 .0 42.6 90・に樹

汝  往
十日数

重堂

コ
７

，
１

３

　

８７

105

1,551

197

2,048

1粥

1,349

32

700

41

478

605

6,902

144

684

子49

7,586
11.4 43.9 91101子t岳t争

収壷、品質

② ャ秋の芽の仕立力(春は放任) 生 育
十

~
「

―

理辞
、

11月 26日 2月 月 3

栃
数
は
勁

活花
数
(1林
当 )

一房
　
数

花
当
花クラウン

の直径
新生
葉数

左の最大葉
葉身長X葉 巾 訟鼻1繕曇尊高

業柄
長

最大葉
葉身長 X葉 巾

1芽1大 苗

歴|ケ

C秘

2,33

2.75

2.74

枚

4.9

4 。9

4 , 8

物 CFtFt

3.6  〉く  7.0

8.8  x  6.9

8.4  x  6.6

子 1 l S

13012,6

2 . 5 1 3 . 2

C,だ

31.1

33.4

33.6

ご″

24.6

27.0

26.6

cr2     ごれ

11.3 X 10,8

11 .4 × 10.4

1 1 . 1 ×1 0 . 1

本

4 . 5

5 . 0

5 , 0

ヨ

39 . 6

4 7 . 0

4 1 . 9

ヨ

8.8

9.4

8.4

稼岳1中デ
2.53

2.54

2.55

4 . 3

4 . 5

4 . 5

7.6 x 6.2

7.4  x  5.0

7.8 X 6.8

L71L6

1.4 1 2.3

６

　

５

　

５

２

　

９

　
　

１

３

　

２

　

３

2 2 . 8

2 3 . 2

2 5 , 3

11 .7 × 10。8

11 .7 × 10 .8

11.8 x ll.4

3 . 6

4 . 3

4 . 7

30。4

36.6

38.4

8 . 4

8 . 5

8 . 2
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収量、品質

＼
＼ヽ
＼  項

目

区分け ＼ 、、

販 己「T行ヒR (E 当 2 . 材 ) 暦果

(醐

果実
総計
C 垂当)

販売可能果 良
果
速

販売可能採
L

以上
M S 6 6

i A
B 計

平均
呆重

大未
率

10a当

換算収量

1 芽
大

首

個数

近量

コ

37
タ

689

98

1,444

210

2,174

227

1,558

２

　

５

４

　
　
８４

638

6,907

1 4 8

6 6 6

786

7,578

%

10 .8

%

3 8 . 9

%

9 1 . 2
2,54智
( 1 1 3 )

2 ″  〃
個数

重量

33

647

91

1,337

1 9 7

1 , 9 6 0

250

1,695

27

517

43

492

 `641

6,648

184

816

8 2 5

7 , 4 6 4
10。4 37.6 89,1

2,451

(109)

放任 ″
個数

量最

43

895

101

1,423

211

2,167

250

1,686

25

514

40

442

670

7,127

192

878

862

8,005
10, 39.7 89,0

2,627

(1171

1 芽軍
田

御数

量t

56

1,171

100

1,472

156

1,600

148

1,027

25

5 9 7

2 0

2 2 5

505

6,095

82

3敏〔

587

6,479
12.l 53.2 93.4

2,246

(100)

2 〃  〃
後数

筑畳

4 3

8 7 1

104

1,556

182

1,853

179

1,232

30

6 9 5

3 1

3 8 3

569

6,570

135

618

704

7,188
11 .5 475 91.4

2,422

(108)

放在 ″ |
値激

!±1=

47

936

99

1,440

188

1,879

1 9 9

1 , 3 3 9

●

）
　

　

を
９

，
‘

27

300

595

6,649

120

521

715

7,170
112 47.1 92F

2,4511

(109) 1

イ 半 促成イテゴの芽の仕立方試験.(昭和51年 度 )

①生育      _

か玉ず警権
11月 26日 春の

腋芽

数

5 月 4 日 | 第 1次

発 生

花 房

生

数

新

荘
不

左の最大葉

棄身長 X葉 巾

秋の

腋芽

第  1 1 次 棄

車高 葉柄長 葉身長X葉 巾

ご″

4 ′

4 . 7

5 . 0

5 . 0

Ctt   C″

7 . 2  ×  6 . 1

7.6  X  6 .4

7.T  x  6.4

7.7  x  6.5

ヨ

0

1 . 0

2 . 0

2 . 3

0

2

ヨ

0.6

1:1

1.9

2.9

1.4

2.0

C 秘

25.7

25.8

25.9

24.9

22.5

24.5

物

21,8

21.6

22.1

21.8

18:8

2 0 , 7

0初   C秘

9.5 x 9,0

10.O x 9 .5

9.5 x 9.0

9 .6 x 8 .7

9.5 〉( 8,9

9 2 X 8 ユ

4 . 9

5 . 5

8 . 2

5 , 8

5 . 5

6 ,

ヨ

-12-



② 収量、品質(5月 末日まで)

す

項 目 販売可能果 (区当 22株 )

層果 総 計

販売可能果

L

以上
M 6 6 6 A B

十一宮

ロ

大果
率

良果
蒸

平均
果重

1 0数

算収量

秋 1 芽

(主芽のみ )

個数

重量

コ

100
7

2,172

168

2,479

212

2,343

165

1,300

58

1,422

,  29

356

732

l Q072

120

658

852

18730

%

60.3

%

9 3 . 9

%

13.8
3,7解

確 芽(野

珊 芽 1)

個数

重量

102

2,193

1  173

12,504

236

2,540

1 6 6

1 , 2 9 2

63

1,429

31

387

771

10345

142

771

913

11,116
59,2 93.1 13.4

39870

秋 3芽 (主

軸 夢 2)

個数

重量

88

1,797

182

2,504

230

2,408

199

1,529

76

1,865

54

709

829

lQ983

166

909

995

11丹92
57.7 92.4 13.2

4,109

秋 放 ! 任 個数

重量

87

1,794

158

と,334

238

2,447

203

1,634

64

1,518

41

536

786

l Q263

228

1,214

1,014

11477
55.0 89,4 13.1

39839

1芽(参考)

越 冬  後

麟

重量

9 8

2 , 0 7 8

163

3,378

208

2,166

160

1,253

5 8

1,405

31

422

718

9,T02

164

909

882

1 い1 1
60.4 91.4 13.5

3,629

3芽(参考)

越 冬  後

個数

重量

107

2,257

160

2,370

237

2,487

187

1,435

67

1,467

4 4

5 6 6

802

1師 82

140

782

942

1lβ64
57.6 98。1 13.2

3,959

収量階層 (13う 当) 根冠直径 統業枚教 新葉長径 平均定植月日 平均収童 戸 数

1,o00脅 以 下

1,000～ 1,社:0未 満

1,300、▼1,500   〃

1 , 3 0 0～ 1, 5 0 0   ″

1,500～ 1,700   ″

1,700-2,000   ″

2,000以上

1.24

1.24

2.35

1.69

1,71

1.75

1.91

2 . 4

2 . 8

4 . 9

2 . 7

3.9

4 . 3

5 . 2

4.8

5。4

6 。2

5 . 7

6 . 8

6 . 4

7.7

1 0 月 9 日

1 0 ,  2

9 . 2 0 +

9 : 3 0

9 . 2 6

9 , 2 0

9 , 1 6

883

1,211

1,428

1,377

1,599

1,799

2,217

3

3

4

3

12

8

6

(参 考 )半促成イチゴの定椎後の生育豊 と収童 (昭 和 47年 大船渡普及所、住田町農協 )

ウ 半 促成イチゴの定植時期と主芽の素質に関する試験 (昭矛a50年 度 )

① 生 育

調査 日 3 日

項 目

区男U

9月10日

9 月2 0 日″

9 月3 0 日〃

1 0 月1 0 日″

1 0 月2 0 日″

クラウン

の直径

C″
2.66

2.55

2.37

2.53

2.32

2.48

新生 左の最
葉身

最大葉
身摂x集 巾

C"け  、   初
12.4 × 10.6

12,O X10。 4

11.8 x10.8

1 1 . 8× 11 . 1

11.2 × 10.6

花房数

(1株つ

着花数

(1槌 )

ヨ
40。5

34.4`

33.4

30。1

230

一
開
花
始

2 6

の
度

葉紅
程

2 6

4.

4 . 1

3 . 7

2.9

2.4

2古2

2 . 1

1 . 9

1 . 9

1 . 2

0 . 5

0

3 . 6

3 . 9

4 . 3

3.2

2,5

月 日
3/■1

乳/10

3/42

3/■2

3/43

C れ ` 初
8 . 4 × 7 . 1

7 .8 〉く 6.5

7.9x6.3

7.2 x 5.6

6.7 X 5。 2

6 . 8 x 5 ,

無

/Jヽ

/Jヽ

多

新生葉除

31轡122野
｀

31.31 24。 3

33.51254

32.61 25.2

監号既培
―- 13 -

1 0月 3 0日 ″



②収量、品質

鮮 ぱ
販売可育t果 (区 当 2 . 7材 ) 層呆

(圏 )

果実
総計
(醐

販売可能果 良
果
率

L

以上
M S 6 6 A B 計 |

10a当換
算収畳

9別叫 鼈
45

866

84

1,217

204

2,040

222

1,502

３

　

２

３

　

６

70

767

ヨ

658
タ

7,054

2 0 1

9 0 6

8 5 9

7 , 9 6 0 107

タ %
3 8。9 88.6

2,600A7

(95)

,|力?0日“ 冥窒
57

1 , 1 6 1

1 0 6

1 , 5 0 9

2 0 1

2 , 0 4 9

1 8 8

1 , 3 5 9

3 3

7 5 4

5 0

5 6 5

635

7,397

1 1 9

579

754

7,076
，

「６ 46β 92.7

2,726

(100)

9月,9占ィ !:窒
6 8

1 , 3 1 1

104

1,494

205

2,072

197

1 , 3 3 2

21

4 3 9

40

445

630

7,093

1 0 6

5 1 2

736

7,605 11.3 45.3 93.3

2 , 6 1 5

(96)

10月10日″ 告こ登
5 5

1 , 1 3 1

100

1,452

1 7 6

1 , 8 5 6

180

1,275

13

296

34

355

558

6,365

7 5

3 7 0

633

6,735 11.4 45β 94.5

2,単7

( 8 6 )

10月20日″ fこ登
3 7

8 0 1

88

1,248

1 5 7

1 9 6 0 7

128

894

l l

2 1 7

18

188

439

4 , 9 5 5

6 2

3 0 9

501

5,264 1l F 45,7 94.0

19827

(67)

10月30日″ fと皆
52

1,108

8 2

1 9 1 9 0

159

1,648

４

　

９

７

　

４

44

458

485

5 , 5 6 0

69

366

554

5,926 11 .5 44:3 93.8

2,049

(75)

工 半 41成イチゴの定植時期と苗の十 !tC関する試験 (昭和51年 度 )

①生育

t｀
【ヽ 、__υ 5査目 1 1 月 2 6 日 春の

舷芽

数

5 月 4 日 第
11次

生

房

発

花区別

｀```
く`ミロ＼、 な経1鏡

左の最大課

葉身長 X葉 巾

秋発生

腋芽数

第 1 次 来

草高 葉穂長 葉身長X葉 巾

ｒ】叫
　
　
　
〃
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
〃

日

０

　

０

　

　

０

　

０

月

９

９

９

０

大苗32ィ

〃 41 1

〃 堪  |

|

″ 5 3 1

侮
2,74

2.68

2.50

2.39

5.祥

4 . 7

4 . 4

4 . 1

C,,      ご筋
8.7  x  7.3

7 . 5  x 6 ユ

7.5  ×   6.2

6 .9   x  5。 9

コ

2 . 8

1 . 9

0 . 9

1 . 1

ヨ
2.3

2.0

1,2

1.8

物
21.5

20:2

19.4

19.8

椰

17.4

17p

15.8

16 .2

Ctt     C″
9 .0  〉く 8.0

9 . l  x 8 . I

9 .l  x 8 .6

9 。4  x 8.4

3 . 3

7 . 9

8 . 3

6 . 1

本

9 . 1 0 ″

9 。2 0 ″

9 , 3 0 ″

1 0 . 1 0 ″

タ２

２

３

４

輔

″
卜

″

〃

2.76

2.41

2.31

2.54

5 . 7

4 . 7

4 . 2

3 . 9

8 p  x  7 . 2

6.6 x 5.7

6.81 f ×  5 .9

7.01 X 6。 1

3 . 3

1ユ

0 . 2

0 . 9

2 7

2 . 0

0 . 6

1 . 5

21お

20′

20。6

21.1

1 8 p

lT.0

16.4

17.0

8,9  〉( 7.8

10,O  x 8.9

9,7  x 9.2

9 .6  x 3.7

8.1

7.1

5マ

5,8

9 。 1 0 ″  / J首ヽ 1 1 タ

9 , 2 0 ″   ″ 2 0  1

9 . 3 0 ル   ″ 2 8

12.10″鳥庭
2回

2.53

2.50

2.25

5 . 4

4 . 5

3 . 5

7 ′ × 6 β

6イ  x 5.5

5 . 5  × 4 輝

坪
　
・・６　
０・３　
・

2 . 0

1 . 8

1:8

2 . 0

2 3 . 4

2 3 f

21.0

20.9

18 .8

2 0 . 5

16 .8

1 6 . 9

9.l x 84

9:O  X 835

9.3  x 8.6

8.9  x 7.9

6.5

6.3

4 β

5 . 5

-14-



② 収 量、品質   (5月 末日まで集計、6月分は除外)

項 目

区別

販売可能果 (区 当 22株 )

層呆 総計

販 売 可 能 果

Ｌ
姓

M 6 S e A B 計
大果
率

良果
率

平均
果重

1 0 a 当

9月10日植

大苗 32タ

1 踏朝, にこ

壼 タ

101

2,165

204

3,110

1  298

13,092

219

1,487

74

1,758

９

　

　

３

５

　

　

７７

950

12,35

184

1,042

1,134

1部 27

%

5 6 . 8

%

92.2

タ

13.0

浄

4,633

9 . 2 0

太苗 4 1″

麟

重量

132

2,880

192

2,814

271

2,846

206

1,587

71

19766

１

　

　

８

４

　

　

３

918

1名381

２

　

　

７

４

　

　

８

１

　

　

７

1,055

13ュ68 59.8 94p 13.6 4,632

9 , 3 0

大苗 48″

個数

重量

154

3,446

195

2,953

244

2,525

184

1,388

52

1,283

29

366

858

11,41

９

　

　

３５

948

12480 64.3 95.7 13.9 4,467

1 0 . 1 0

大苗 53テ

個数

壷

1 2 5

2 , 7 3 1

196

2 , 7 7 1

250

2,626

209

1,468

61

1,524

９

　

　

０

２

　

　

４４

871

11う60

123

673

994

12233 603 94.5 13.3 4,324

9 。1 0

中宙 ガ0 タ

酸

重量

9 7

2 , 1 1 1

207

3,077

231

ど,522

216

1,703

68

1,662

６

　

　

８

５

　

　

５７

875

1 lβ33

260

19523

19135

13β56 57.9 88● 13.5 4,427

9 . 2 0

中首 2 7 タ

個数

重量

115

2,477

176

2,616

230

2,586

171

1,346

70

1,555

４３

　

４７５

805

11■27

５

　

　

２

４

　

　

５

１

　
　
　

８

9 5 0

l l p 7 9 59.7 92.9 13 .8 4,163

9 . 3 0

中苗 33タ

個数

重量

147

3,247

198

2,039

209

2,226

３

　

　

１

１

　

　

８

66

1,511

７

　

　

３２

740

l Q957

４

　

７

９

　

６

334

1lβ27 70.2 96.7 14 S 4,099

1 0 。1 0

中 苗 4 0″

個数

重量

ユ26

2,744

171

2,512

230

2,420

180

1,478

42

1,074

５

　

　

２

764

l Q420

７

　

　

０

881

1lp50 60.7
且生 |

13.6 3・898

・9 。1 0

小 苗 1 1 タ

個数

重豊

1 1 0

2 , 3 8 9

173

2,603

223

29292

165

1,258

62

1,504

１

　
　
　
２

４

　

３５

774

l o573

６

　

　

４

５

　

　

９

１

　

　

８

930

11472 61.4 92と 2 ,7 3,957

9,20

/1 首ヽ 2 0 タ

個数

重豊

1 1 9

2 , 5 2 8

185

2,713

253

2,662

1 6 6

1 , 3 5 1

5 4

1 , 2 5 1

郷

　

７６３

806

1研 81

２

　

　

０

１

　

　

２

１

　

　

６

9 1 8

1 1 5 0 1 59.7 94.6 13.5 4,070

9。 3 0

/ 1苗ヽ 2 8  ″

個数

盤

1 3 9

3 , 0 3 1

149

2,218

177

1,900

８

　

　

４

２

　

　

６

4 4

1,159

３

　

　

９

２

　

　

９

6 6 0

3 , 5 7 1

２

　

　

９

８

　

　

４４

742

l Q020 67.0 95。5 14 .5 3,580

1 2 . 1 0

中首2 E販植

個数

寄暑

1106

2,233

179

2,546

2 1 9

2,313

182

1,371

64

1,641

４

　

６５

791

l Q664

５

　

　

１

１

　

　

８

9 4 1

11479
|
1 6 0 . 2 92,9 13.5 3,989

-15-
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